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究科修士課程を創設したのは 2018 年の 4 月でして、今回は博士課程開設を
















私の専門でもある民法でいえば 2017 年（平成 29 年）に債権関係の約 120 年
ぶりの大改正が行われて以来、次なるテーマとして検討が進められてきたも




ございます。私は今申し上げた昨年 4 月 1 日に施行された債権関係の民法改
正について、現代の民事法制の改正にあたっては実務からの意見が重要であ
ること、実務と乖離した学理偏重による改正は好ましくないことを論文等で
示してきました。従ってこの担保法改正では十分に実務の意見が取り込まれ、
学理と実務の融合が図られるということを必須の問題として考えています。
　幸い本日は本学特任教授でアンダーソン・毛利・友常法律事務所所属の粟
田口太郎先生を中心とした実務界のメンバーが報告者として集まりました。
しかもこれらの皆さんがたは省庁や業界団体等の研究会などに委員として参
加しておられます。私としてはぜひ、本日のこのフォーラムが今後の担保法
制改正論議に何らかの影響を与えるものとなってほしいという大きな期待を
寄せております。
　私自身も債権譲渡の研究者として、そして債権譲渡特例法登記の立案者の
一人として今回の改正についてもいくつかの見解を学会や法律雑誌の巻頭言
などで示しておりますけれども、本日は本学法学研究所長、大学院法学研究
科長としての主催者ごあいさつの役割に徹しまして、この後の司会進行やタ
イムテーブルのご説明も粟田口教授に全てお任せしたいと思います。それで
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特集　武蔵野大学大学院法学研究科 博士課程開設記念連続フォーラム
316
はまず基調報告「担保法制の整備に向けた議論の動向について」というタイ
トルで、40 分ほどの報告を粟田口太郎教授からお願いします。
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